
エレクトロニック・ハラスメント被害証言 

 

Q簡単な自己紹介をお願いします。 

ナオミです。2017年から都内の某ドイツ系製薬会社に務めていました。 

 

Q被害が始まった時のこと、その後の経緯を簡略に説明して下さい。  

ある日、急に声が聞こえるという幻聴が始まりました。それは脳の一部、たぶん頭頂葉にあたる部分

のなかで、その頭頂葉の数メートル上で声が空中浮遊するかのような感覚がありました。目の前にはわ

ざと作り出したかのような霊がオーケストラのようにたくさんいて(映像ではなく幻聴のみ)、聖書を読

んでいる声を聴いたのと同時に、薬品で精製したかのようなギリギリしたりしみたりする痛みが少しあ

りました。 

次第に製薬会社の複数名の人間がオーケストラの声に変わり入り込むようになってきました。 

それは、製薬会社の社員数百名が交互に空から役員を中心に脳に向かって降るように取り付いてきた

り、中国人の部長が脳に飛び込んできて中国語で発言を繰り返し伝えたりというものに変わりました。 

ニューロンにあたるであろう脳の神経細胞がブチブチと切られる感触の幻聴もありました。 

思考奪取が続き、被害の後はまるで脳の中から考えがとられてしまったかのように思考できなくなる

障害になりました。 

また、脳の中の水がどんどん降下していく映像を眼球に見せつけられた後、音が骨を伝導するように

全身に響き渡りました。音が鳴る度に音が内耳に響き、骨が振動するように身体が痛かったです。 

他人から送られる視覚映像も酷く痛く、この被害を受けてから幻聴を聴く度足や手が勝手に動くミオ

クロニ－発作も発生するようになりました。 

 

Q現在どのような被害に最もお困りですか。 

思考障害、計算機能障害の後遺症です。脳の中で物事を覚えたりすることができなくなったり、書い

たり話したりするときに言葉がでてこなかったり(思考そのものができない)、計算ができなくなってい

たりします。 

 

Qそれはいつどこで発生しますか？どれくららいの頻度で、どのようなタイミングでおきますか。 

電磁放射にあった数ヶ月は、いつどこでも 24時間発生しました。毎秒です。3年経過した今では、朝

や夜に、1日の出来事をまるで監視していたかのように視覚映像で見せられることが多いです。 

 

Q何故、その症状や現象が、病気や偶然ではなく、他人からの攻撃と判断できますか。 

自分の思考ではありえなく特定の人物による声で意図的な発言だったため 。 

脳の情報の取得を狙った欲求や、私の脳にどのような考えがあるか相手の日本語で説明してくる幻聴

が多い。また、「この脳はミン(中国人の名前)」「ミンの耳のくせに」などと言ってくる 

 



Q攻撃の防御（遮蔽、記録による防御、その他）として何を行いましたか？ その結果は。 

エレベーターやトイレに避難したり、電気を通しにくいヘルメットを被ってみたり、頭を叩いたり殴

ったり、引っ越しをしたりしてみましたが効果はありませんでした。 

 

Q他にどのような被害にお困りですか（2番目に多い被害） 

身体を触られ這い上がってくるような幻触。カバラのセフィロイトの樹の図のようなホログラムのよ

うに映像が見える幻視による被害。脳に穴が空いてそこからピストン運動をされるような音が聞こえる

幻聴による被害。甘い菓子やヤクルトのような幻臭による被害。 

 

Q何故、その症状や現象が、病気や偶然ではなく、他人からの攻撃と判断できますか。 

脳内音声が自分に知らない情報や言葉の使い方があり、音声など自分のものではなく、あり得ない。

状況と全く連動していない。 

 

Q他にどのような被害にお困りですか（３番目に多い被害） 

頭頂葉が締め付けられる。左右の側頭葉が歯車で両脇から締め付けられるような攻撃がある。また、

脳の中で言葉がでないため考え事をしようとするとなんらかの映像が見える障害。後頭葉を抑えられ映

像が出てくるかのような症状がある。 

 

Qそれはいつどこで発生しますか？どれくららいの頻度で、どのようなタイミングでおきますか。 

日中 

 

Q何故、その症状や現象が、病気や偶然ではなく、他人からの攻撃と判断できますか。 

脳内音声が「こうすると締め付けられる」などと言って警告してきた後で、実験するかのように実際

に締め付けの感覚が起きる。 

 

Q攻撃の防御（遮蔽、記録による防御、その他）として何を行いましたか？ その結果は。 

効果なし 

 

Q証言をお読みになっている人へのメッセージがありましたらお願いします。 

 

電磁波攻撃やマイクロ照射は目に見えなく、物的証拠がないため自身の精神障害として扱われてしま

い非常に悔しい想いをします。物的証拠がないということは、第三者にも痛みとこの拷問を伝えにくく、

医師にかかっても単なる精神障害とされます。MRI検査も受けましたが今の医学では立証不可能なようで

す。これから先、エレクトロニックハラスメントの後遺症として思考障害、計算障害、軽い認知機能障

害を抱えながら生きていかなければなりません。初めはアメリカ政府による生物化学兵器を使用した陰

謀かとも思いました。個人では太刀打ちできないことが悔しいですが、これは兵器による人権侵害と拷

問だと思います。 


